
関

三五
1lJ:l 

の

場

本
稿
の
要
旨

。

言
語
の
場
面
に
関
ナ
る
従
来
の
考
察
を
概
観
し

、

場
面

舗
を
一

歩
前
進
さ
せ
る
為
に

、

言
語
過
程
設
の
立
場
に
基
づ
い
て
論
を
版

関
し
た

@

邸
ち

、

言
語
の
変
化
の
ど
の
部
分
に
於
て
揚
宙
の
概
念
が
有
効

に
働
〈

か
を
述
ベ

、

更
に

、

場
面
の
中
に

、
「
相
手
」

の
M灯

、
「
島第
三
者
」

の
概
念
を
設
定
す

・へ

き
こ
と
を

、

国
語
の
例
を
引
い
て
述 ・へ

た
も
の
で
あ

る
@

ま
へ
お
き

一
、

言
語
の
場
面

ィ、

言
語
の
場
面

ロ
、

場
面
分
析

=
、

言
語
過
程
畿
の
場
面
論

ィ、

回
語
の
「
愛
」

と
場
面

ロ
、

場
面
論
の
発
展

三
、

「
相
手
」

と
「
第
五
者
」

� 

，、

渇E
E主
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面

宇-野

方

義

「場面」
あるひは「場」
といふ語は 、
何人かの
学者によヮ
て
L

用ゐられて
来てゐるが 、
その
概念が相違してゐる場合が少くな

ぃ。
ところで 、
言語を研究するには 、
特にその
変化を考へる震

には場箇の
概念を潜入することが極めて
有効である。
そこで 、

我々
は 、
どのやうな立場に立つ
にしても 、
場関の
問題を無視す

ることは出来ないと考へられる。
しかるに 、
場面を説いた人々

が 、
その
問題に関して 、
精密な考察を遂げるに歪ヮ
てゐないの

は 、
誠に残念なことである。

もちろん 、
「場面」
は非常に複雑であるから 、
これを完全に

設明し登すととは容易なことではない。
そこで 、
それは今後の

考察に
待つことにするが 、
一
歩づつでも先に進むことが必要で

あ
与っと思ふ。

我々
が現実に於て
出会ふいろいろの
言語現象に

は 、
従来の
場面の説明では十分明らかにすることの
出来ない
場

合があるが 、
本稿では問題を限定して 、
所詫聴手の
部分につい

て考察を進めることとした 。
しかし 、
それ一を述 、へる前に 、
順序

として
言語の
場面についての
設を概観し℃ 、
場聞の
概念が何依

湾入されたかを考へ 、
ま・た場面の
分析についてもふれておきた



ぃ。
次に 、
一言語過程裁の
場面論をとり上げ 、
園醤聞に於ける変の

現象の
中で場面が問題となるの
は 、
主としてどの
部分であるか

を論じ 、
また 、
との
学設に基づいた場函論の
発展を見ょうと恩

ふ。
その
後に 、
我々
が日常に経験するい
くつかの

言語事実の
例

を一示し 、・ それを説明するためには「第三
者」
の
概念を設定すべ

きであることを述べようと
思ふ。

なほ 、
・本稿を記すに当り 、
編輯関係の
方から 、
「現代翠聞に関

する」
といふ限定の

下に
執筆せよといふ要求があヮ
たので 、
引

用する例は 、
皆現代諾の
範囲内にあるものに限っ
た 。
また 、
例

を十分一示すことが由来ず 、
無理な省略さへぜざるを得なかっ
た

の
は 、
全く紙面の
制限の
ためであることをもっ
け加へてお、ぎた

、w
-
一
、

言
語
の
場
面

ィ、

蓄
積
の
場
面

ここで 、
これまでに述べられた訟をとり上げて 、
場面の
概念

が何故設定されたかを考へてみたい。

先つ 、
「場面」
の
定義または説明を 、
ニコ一の
人に求めてみよ

phJ @
 

国語の書画面

ブルー
今ィ1ルF
ハHE
W-g
BPL門戸U
氏の『一一言語』
ハ回し回ロm-

己目胸骨U
の
中では 、・

〉-
MMEa-s-
22g
HSnagm
FO国立
え
egnv

MW・
ω一切開。口一宮

。・
MVEロ神宮田-
28宮崎o-zdqzm
S町田口仲
良
問。gnv

ハngZRN・
130d曲目。同FS宮担問PHM・
時ωυ

用問》印刷WWOM--国田宗ロ回4氏。ロ
ll↓
問問zuonv
ll↓伊柑回同州WH.回同由明℃Oロ申開

ハ
ngHVHO司由・
冨刊gzm-MM・HSυ

の
やうに記してある 。
ここで 、
aga-oロ
といふの
が場面の
概

念であると
考へてよいであらう 。
同氏によれば 、
話し手が言誇

表現をする場
APR
その
表現に先立つ
すべてが場面となるのであ

ヲ
て 、
話し手の
生ひ立ち・
経験等が皆含まれることになり 、
極

めて
慶い
範囲の
内容をらつ
ものである 。

パイイハの・岡田口己
氏の『言語活動と生活』
の中では、

物を響く者は生ける言語活動が供する説明の
手段を一
切紋

いてゐる 。
表現的抑揚や表情手虞似などがそれで 、
これら

t
は話す者にとって
は英言葉の不断の
註穫となるのである 。

曾話では場面といふもの
が殆ど常に
輿へられてゐる 。
話さ

れる事柄は眼前にあるか 、
叉はわけなく恩ひ
浮べることが

で
きる 。
ハ小林英夫博士訳 、
岩波文庫本 、
一
四ニペυ

言語の不備を補ふにはいかなる源泉に掬すべ
きか
ハ中略U

それは第一 、
話の
浴する言語外の
質在であり 、
個々
の
場合

に援菅された一吉の
濠定する一
般的ないし特異的箇齢者即ち

場面であり 、
それには特別な場合として
話が展開するにつ

れておのづと
作り出される場面たる文脈も含まれる@
ハ問

中布 、}五五|一豆大 。へυ

何となれば場面ハ抑揚 、
手官民似 、
語や文法における修-tu

の
際援なくしてはハ同方 、
一
六五ぺU

の
やうに
記してある 。
文語とロ誇とを区別して
居り 、
文脈の
概
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“ 。 ‘
念をとり上げて
ゐることなどは出目すべ
きであらう・

時絞誠記博士の
『図語学原論』
に於ては 、

場面は叉場所を満たす事物情景と相混ずるものであるが 、

・ 6
場面除 、
同時に 、
これら事物情景に志向する主慢の
態度 、

気分 、
感情をも含むものである@
ハ四三ぺυ

言語に於ける長も具箆的な場面は聴手であヮ
て 、
ハ中帥mu

場面は只患に聴手にの
みその
内容が限定せら芯べ
きもので

はなくして 、
聴手をも含めて 、
その
周囲の一
切の
主箆の
志

向的針象となるもの
を含むものである。
ハ四四ぺU

と設いである。
一一言語主体の
主体的立場を強調しつつ
場面を認め

たことは注目すべきことである 。

木校増一
氏の
『革開法の
論理』
の
中守
は 、
場面が 、

話者と
聴者と
素材とによって
作られる立場であり 、
言語行

動の
はたら
く環境であり 、

言語行動それ自慢の
緯験的位相

である。
ハニOペυ

と
述べ 、
ここで
時枝博士の
訟を引用して 、
木枝氏の
考へる場面

はそれとは蓬ふものであるとし 、

場面とは話者と
素材と贈者との三項の
聞に於ける伸張ハ品目。

ω
3

55mむ
といYふべ
き-もので、
必ずしも時間的の
先行存在

ではない。
っ
こ ・へυ

と
設いてある。
これはプルー
今ィ
ールド

氏の
設と
も相違して

ゐる
点があるゃうである 。

小綜英夫博士の
『言語学遜論』
の
中では 、

メメンとゆtの
わ ，
そこにグシの
展開されるべ
き ，
話し手

の
前に横たわるところの
物て
き
世界であり ，
話し手と
聞き

手との
人間て
き関係であり ，
さらにまた ，
ゲン
が展開され

るととによヲ
て
刻々
に慶更をうけつL
ある ，
話し手の心境

である ・
ハ改訂第三版四九ぺυ

と
述べてあり 、
また 、

この
さいごのばあいのパメン
ハ話し手の
心境
||字野詮U

ゎ ，
とくに刻酬と
名づけられる .
ハ同方 、
五OペU

とも述べてゐる 。
ここで場面が三つに分けて考へられてゐると

とに注目しておきたい。

三
尾砂氏の
『園誇法文章論』
の
中では 、

あるしゅんかんにおいて 、
言誇行動になんらかの
影響をあ

た
える侠件の
線憶を 、
その
しゅんかんの
話の
場という 。

ハニ七ぺυ

と「話の
場」
が定義されてゐる。
話の
場といふの
は 、
心理学的

な見方であるが 、
場面とほぼ
同じであると考へら、れる 。

以上 、
場面についてい
くつかの
定義・
説明を 、
手近にあるも

のから抜き出して克て
きた 。
ここで 、
上にあげた諸説について

考へてみると 、
それぞれの
立場によっ
て 、
考へ
方に相違が見ら

れるが 、
それらの
すべてに
共遁してゐる点があるやうに見受け

られる 。
その
共遁点は何であるかといふと 、
場闘が言語行動を

制約するものであり 、
また
言語行動をするには場面が不可欠の

ものであるとい
引ととである 。
時枝博士に従ヲ
て言ひ換へ
るな

ら 、
場面は言諾の
存
在燦件の一
つとして認められるものである

と言ヮ
てもよい 。
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この
やうに見て
きた私は 、
ここで 、
何故場面め
概念が多くの

人々
によっ
て設定されたかといふことを考へてみる段階に達し

た。
この
点に
関して私の
考へ
るところを 、
あらかじめ筒患に運

べ
ておかう 。
私に従へば 、
場面の
概念は一一言語行動の
変化ハある

ひは同一一〉
を説明するために設けられた志の勺あると言ふこと

が出来るのである 。ロ 、
場面分析

国語の場面

言語行動の
変化を説明するために場面の
概念が潜入されたの

であるとすれば 、
次には 、
どの
やうな場面でどの
やうな言語行

動が行はれるかといふことが問題となるの
は当然である 。
この

問題を解決するためには 、
一
方に於て一言語行動を変化さぜ
る要

因は何と何とであるかといふことの
考察

ilすなはち場面の
分

析
ーーを行ひ 、

他方に於て一言語行動の
変化にはどの
やうな型が

あるかといふことの
考察
ーーすなはち一言語変化の

分析
14を行

ひ 、
場面と
言語行動との
相関を考へる必要がある。
そして言菅

の
変化に
影響を及ぼす要因を考へ 、
どのやうな要因がどのやう

な変化に対隠するかがる一面的に明らかにされるならば 、
場箇論

は完成することになるのである @
また 、
そのためにこそ場箇の

考察が従来行はれて
きてゐるのである 。
これらのことは今まで

に十分行はれて
ゐるとは言へないけれども 、
幾つかの
考察は既

に
出てゐる@
今 、
場面分析の
方面について 、
い
くつ
かの
もの
を

ここにとり上げて
考へることとするが 、
先に述べたやうに場面

についての
考へ
方が人によヲ
ていろいろに還っ
てゐるのち、
そ

れらの
うちどの

殺をとるかによっ
て 、
場面分析も当然国間ヲ
℃く

るが 、
とこでは最も庚く解した場合について
考へてゆくととと

する。『日本人の
読み脅き能力』
の
中 、
「調査の
準備」
の
部分に 、

具体的な文字言語の
自世田国
no旨S
ER由民。ロ
gag
を社会生

活の
おもな機能と生活環境とがまじりあふところに求めたとし

て 、
表が一示されてゐる @
その中の
分類は次の
溜りである。

生活環境は 、
1
家庭
2近隣
3学校
4職場
5市・

町・
村ハ自治行政体)
6
図家
7
園際

社会生活のおもな機能は 、
A生命の
保全ハ健康) ，
種族の

保持ハ衣・
食・
住υ
B生産・
迩職・
流遜ハ経済・
技術υ

C
消費・
分配ハ経済・
生活U
D資源の
保善
E交遁・

遜信・
伝達ハ交際をふくむU
F政治・
法律
G教育 ・

H遁徳
I学 ，

学問
J宗教
K芸術
L燦梁 ，
休養

ハ一ニ六 ・へU

この
やらな分類はわれわれにとヮ
て場面分析の一
種と
考へるこ

とが出来るであらうし 、
更に 、
そこに求めたメディアその
込の

も場蔚と
考へられるかも知れない@

『一言語生活の
実態』

|白河市および
附涯の
農村における|

ハ国立国語研究所報告2υ
の
中では 、
場面について 、

場面ハ話し相手との
関係 ，
時間 ，
話の
内容などυ
ハ丸ペυ

場国分析表・::時刻 、
場所 、
相手ハ性
年齢
関係
職業

などυ
ハニニ六ペυ

また「場面による
共湿穏と方言との
使い
分け」
を調査する項目
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としては 、
日
お宅で家族の
方たちといろいろ話をなさる時 、
回
近所の

人と
話をするとき 、
国弘
在ハまたは白河υ
の
人と
話をする

と
きハ時υ 、
出
仕事仲間と
話をする時 、
回
買いつ
けの
庖で

買物をする時 、
同町
郵便局や役場などで 、
時
知らない
人 ，
放

行者などと
つ
二
ぺυ

などの
記述がある 。
この
調査項目の
方は『日本人の
読み書き能・

力』
の
中の
生活環境の
考へ
方を大体採用した
もの守あるがここ

では場面の
語が明らかに
記されてゐる 。
この
報告書の
第一
部は

「地域社会における方言と
共遁誇」
についてまとめたものであ

るが 、
その
「6結び」
に於て 、
「今後の
調査だ
大切なこと・は一一面一回

誇的場面の
分析ということである 。
日本誇は場面によっ
て
著し

く変動する言語である @
それだけに 、
どろいう場面では共遁語

を使い 、
どうい
う場面では使わないかとい
うことを詳しく研究

する必要がある 。
これには「担
時間調査」
の
方法が有効であろ

う 。」
(二七六ぺ〉と
述べてあるの
は注目すべ
きことである 。
な

ほ 、
この
他 、
場面とは一言ヲ
てないが 、
「個人の
共遁誇を話す度

合」
を測定する要因として 、

-
性x
年齢
2
学歴
3職業
4父の
出身地
5

母の
出身

地
6言語形成期におけるお也な居住地ハ生育地U
7
現

住所
8
行を来
9新聞 ，
ラジオの
利用度
目
共遜誇と
方

言との
使い
分けハ一
五六ぺυ

が
採用されたが 、
これも場面分析の一
種と
考へ
ることが出来る

であらう。

ペンナ1
9・
F
503
氏が 、
パプリyグ・
スピ1キングに

ついて
講義をしてゐることは 、
今年の
五月十二日付制朝日新聞の

朝刊紙上で紹介されたので御存知の
方も多いことと恩ふ。
その

講義に於て 、
上手に話をするためにはどのやうな準備をすべ
き

かについて
述べられたが 、
その
中に 、
Rng向。ロ
自国-可田町田
と 、

EAM-oロロ曲目ロ色可田山田
とが大切であるといふことがあづ
た @

前者ハ外的なものυについては 、
話をする際の
外界の
僚件
||

即ち
気候の
察署 、
場所・
部屋の
大小 、
時刻など
ーーや 、

集会の

目的を考へなくてはならない。
そして 、
そこに
集まる人々
の
慣

習とか 、
またもし幾つかの
話がその
場で行はれるとすれば 、
自

分の
誌の
前後にどのやうな話が行はれるかなどを考へなくては

ならない@
後者ハ内的なものUについては 、
聴き手の
ωwp
〉同0・

ω
Z-
。nn
毛
色op
開
合
自己
8・
同ロ。司
芯企白0
2ロg
aP
Et­

za巾件。唱曲
邑HMロ
弓0
2
0片
onn田岡山op
〉浮芹
邑@件odq
田町内同
。z
en件

。時
間3
2Y
旨丘神戸
含
gdq国
a
e
swop
EH
ab
広o
g
な
ど
を

考へなく右はならない。
つまり 、
話の即日吉田片山Oロ
といふのは 、

HVEg-
agP
Ee
sg
などであるといふやうに一一主一一回はれたと私

は理解したのである 。

話し方については米園に於ても書物がい
くつか
出てゐるやう

であるが 、
日本に於ても同様で 、
話し方の
技術を述べた本があ

る。
演説の
仕方とか 、~
婦人の
言葉づかひ模範集といふやうな書

物はその
例である 。
今 、
雪一同業づかひの
模範について手近にある

もの
を引用すれば 、
或る婦人雑誌の
附銭に 、

日常の
挨拶
付玄関前での
挨拶
仙取次ぎを頼む場合 、
判
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固ま吾の場前

取次ぎをする場合 、
問お客を沼へる場合ハ下略ゾ
同一途

上での
挨拶
ω毎日
出逢ふ場合 、
倒不意に
出逢っ
た場合

同同行する場合ハ下略υ
同訪問の
挨拶ハ下略υ
岡饗

際の
時一の
挨拶ハ下略υ
ハ旬以下略〉

電話の
掛け方 、
聞き方
村本人が出る場合
同
取次ぐ場合

といふやうな具合で 、
以下 、
結婚 、
見舞 、
お悔その
他の
挨拶等

の々
記載が見られる 。

この
やうな話し方の技術的な指導に
当っ
て
も 、
それが科学的

であるか
常識的であるかは聞はないとして 、
一
種の
場面分析が

行はれてゐると見ることが出来る。

更に 、
小・
中・
高校等にがゆるカリキ品
ラムの
園語科の
部分

ゃ 、
園彊聞の
単一万計画などに 、
いろいろ形態の
相違はあるけれど

も場面分析が行はれてゐるの
を見ることが出来るのである。
今

手近にある一
例を示せば
円昭和二十四年長野懸カリキ品
ラム
実

験試案
図語科
鴛』
の
要素表には 、

一 、
挨拶の
仕方・
紹介の
仕方
挨拶l先生・
父母ハ中略U 。

食事。
訪問。
来客。
議会合。

紹介|先生・
父母・
長上ハ下略υ

二 、
発表の
仕方
経験を話す・
簡患な
報告ハ下略υ

=一 、
話合い
討議の仕方
四 、
議事の
進め方

等々
三
十三項目に亙ヮ
ての
記載が見られる 。
以上引用したやう

に 、
話し方を含めて 、
庭
養の
園語教育に於ける場函分析には 、

必ずしも体系的であるとは一雪一回へ
ないにせよ 、
また場面分析とい

ふ意図が明らかであるかないか
問題は .あるにせよ 、
突用性の
箇

が強〈現はれて
をり 、
それによヲ
て
園民の
言語生活の
ある部分

についての
指港が行はれてゐることは注目すべ
きことである 。

以上 、
私は従来行はれてゐる幾つかの
場面分析の
例を具体的

に示して
きた。
それらが体系的に整ヮ
たものでないとすれば 、

我々
はこれを体系的に整へる必要があると思ふ。
これをまとめ

るには 、
幾つかの
立場・
方法があるであらうが 、
私は 、
これら

を 、一 、
言語主体ハ言語の
表現者又は受容者υ

二 、
対者ハ表現者に対する受容者 、
受容者に
対する表現
43

と主体の
物的環境と

=て
言語の
素材

の三
類四種に分けて
考
で
またそれらの
関係に於て
捉へ
るなら

ば 、
大体すべてをその
中にまとめうるのではなからうかと
考へ

る。
但し 、
このやうに考へたとしても 、
極く大きな分け方だけ

が示されるに過ぎず 、
場面分析が完全に行へたと
一言へ
ないの
は

勿論である。
なほ 、
言語の
場箇は言語祉会によヮ
て相違するこ

とも考へられるといふことは注意しておくべ
きであらう 。

場面分析についての
論は 、
以上述べた他にもないわけではな

いが 、
言語過程設に立ヮ
て分析を進めたものについては後に改

めてとり上げることとする 。

二
、

言
語
温
稜
畿
の
場
面
論

f、

園
替
の
「
褒
」

と
場
面

田町

場面の
概念は一一宮一回語行動の
変化を説明するために
導入されたと、



考へた上で 、
場面分析 、
言語変化の
分析 、
その
両者の
相関の三

つ
を考へ
ることが必要であるとし 、
立場の
柑蓬は一
往保留して

従来の
場面分析について
述べて
きた 。
衣に一言語変化の
分析の
問

題にスることとするが 、
これについてもいろいろな考へ
方があ

り得る 。
しかし 、
私はここで立場を限定して 、
以下本稿の
展開

は言語過程設に
邸して行ヮ
て
行きたい 。
従ヮ
て 、
言語 、
主体 、

場面 、
素材等の
術語を用ゐる場合も 、
これから後の
部分では

言語過程設に於ける概念を表はーすと
きめておきたい@
言ふ迄も

ないが 、
と
れは他の
立場に
即して考へ
ることが不必要であると

か 、
無意味であるとかといふことを意味しようとするものでは

ない。
問題があまり康範囲に亙るので 、
使宜 、
考察の
範囲を限

るのである 。

さて 、
言語変化といふ問題については 、
既に崎絞博士が『園

語学』
第二
輯に論文「園語に喰ける変の
現象について」
を発表

されたので 、
それをここにとり上げるべ
きであろう 。
この
論文

の
中には 、

言語に於ける変除 、

て
同一
一言語主駄の
同一
言語桃系に於ける志のとして 、

例へば 、
語の
類別ハ琳言 、
用言の
別 、
動向 、
形容詞の
別

等U 、
活用の
種類 、
活用形 、
音頭株索 、
漢字と
仮名との

別
等

s

二 、
同一
言語主掠の
臭った言語体系に於けるものとして 、

例へば 、
文総の
相違 、
敬語と
敬語でない
もの 、
音声一一言語

と文字一言盟問 、
標準誇を用ゐる場合と方言を用ゐる場合

三 、
別の
言語主総に於けるものとして 、

例へば 、
地銭的 、
階級的に現れた相違及び時間的に現れ

た変遷

の
如く類別するととが出来るであらう @
即ち 、
一
は 、
鉢系

的変であり 、
二は 、
様相的変であり 、
コ一は方処的 、
歴史的

変である 。
ハ一一一一
l一

四ペU

と
述べてある 。
言語、ま体を重視する言語過程設に於てとのやう

な結論の
出るの
は 、
い
はば当然のことであるとも言へ
るであら

う 。
ここで一ポされた例については 、
解釈によっ
ては一
の
中の
ち

のでこにスれるべ
きものがあヮ
たり 、
三の
中の
もの
をこにスれ

るべ
きであっ
たりする場合があらうけれども 、
このやうな三分

類については私も一
往は賛成であるから 、
これをそのまま利用

することにする @

そこで 、
次に 、
場簡の
概念が有効に働くの
は 、
この三分類の

どの
部分についてであるかを考へてみたい。
先づ三について考

へると 、
これは別の
言語主体に於けるものでゐる 。
ところが 、

場面の
概念は言語の
主体を隊れては存在し得ない
志のであるか

ら 、
コ一の
場合に場面を考へることは実践的立場に立つ
主体にと

っ
て意味がないと吾首はなければならない 。
それでは錫祭的立場

に立つ主体にとづ
てはここで場面を考へることに意味があるか

といふ問題が起るであらう@
この
点については 、
私に考へ
ると

ころがあるのであっ
て 、
先にこの三分類に一
往賛成したの
は 、

そのことを考へたからである 。
但し 、
本稿では 、
この
点に関す

る私の
考を述べることは省略して 、
別の
機会に詳論することと

舗



国語の場面

し 、
観祭的立場に立つ
主体と場面との
関係についての
問題は保

留しておきたい @

実に 、
一
について考へると 、
これは同一
の
言語主体の
同一
言

語体系に属するものであるから 、
場面の
概念を導入することは

有効でないとは一言へ
ない 。
今 、
ある主体が 、

1 、
ここに机が置いてある 。

2、
ここに椅子が置いてある @

3 、
ここに椅子が底いてるづ
た 。

といふやうな表現をしたと-すると 、
ーと2とは机と椅子との
部

分が変ヮ
てゐるし 、
2と3とはあるとあっ
たとの
部分が変ヲ
て

ゐるといふことが出来るであらう 。
このやうな「変」
が起。
た

の
は場面が異なヮ
てゐたからである 。
ここで 、
この三つの
表現

がどの
やうにして
行はれたかを考へてみる必要がある @

机が置いてあるの
を見て 、
それを述べょっとして1の
やうに

一一吉回っ
たのであり 、
椅子が置いであるの
を見て 、
それを述べよう

として2のやうに一言
アたのであり 、
他の
僚件の
相還は雪一同盟聞の
変

に
関して
無蹴出来る程度の
ものでしかなかっ
たとするならば 、

この
場令の
場面の
相違は 、
この
表現の
素材としての
物が一
方は

机で
他方は椅子であっ
たといふこど 、
即ち主体の
前に机が置い

てあるか椅子が置いてあるかの
遠ひであづ
たといふことが出来

る 。
これはい
はば場面に於ける
素材的な方面の
問題であると
考

へてよい 。
2と3とについて
も 、
違ひが一
方は現在 、
他方は過

去といふことだけであヮ
たとすれば 、
ーと2との
関係と
同じく

素材的なものと
考へてよい 。
ある人が机と
椅子と誇を言ひ分け

た時 、
それを聞いた人が「あの
人はことばを使ひ分けた」
と考

へることは 、
普遁には無いことだと思ふ 。
つ
まり 、
素朴に考へ

れば 、
このやうな素材としての
物の
蓬ひに艦隊じた言語の
変を 、

ことばが蓬ヲ
たとは考へ
ないのではなからうか 。

ところが 、
色し
込表現主体がいつ
は
りを言ふとか 、{会想を述

べるとか 、
芝居をするとかの
意図の
下に 、
机又は椅子が置いて

ないにも拘はらず 、
-叉は2のやうに一一吉田っ
たとするならば 、
そ

れは素材としての
物の
問題ではなくなり 、
相手に対する問題に

なるといふことが出来る 。
これは 、
い
はば場面に於ける相手的

な方面の
問題であると
考へ
てよい 。
2と3との

遼ひも同様であ

る 。とのやうなこつの
遼ひを考へてみると 、
我々
は明らかにこれ

を区別することが出来る@
即ち 、
い
はゆる素材的場面と 、
い
は

ゆる相手的場面とについて 、
他の
部分は燕視してよい場合を考

へてみると 、
素材的場面がある一
定の
状況にあり相手的場面が

一
定ならば 、
我々
は一言葉をかへるととが出来ない@
机を椅子と

言ふことは出来ないのである 。
しかし 、
相手的場関がある一
定

の
吠況ハ例へば相手に嘘をつかうと
考へてゐるやうな場合υ
に

あり
素材的場関が一
定ならば 、
我々
は言葉をかへ
ることが出来

る@
机の
代りに花とでも犬とでも 、
その
偽とのやうにでも言へ

るのでああ 。
従ヲ
て 、雪一一回軍聞の
変に於ける一
については 、
我々
が

言葉を使ひ分けるといふ意識からはさほど問題にしなくてもよ

い
ものであるやうに思ふ 。
素朴な意識に於ては間

二豆諸体系内

はある一言語の
変の
現象
主宮口業が変ヲ
たとは考へ
ないのではなか

回



ら
う
か
。

臭
っ
た一
言
語
体
系
に
於
け
る一
言
語
の
変
を
と
そ、
一
言
葉
が
変
っ

た
と
考
へ
る
志
の
と
患
は
れ
る
の
で
あ
る
。

と
の
や
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば、

場
面
が
長
も
問
題
と
な
る
の
は
二
の

場
合
に
つ
い
て
で
あ
る
と号一一回
ふ
こ
と
が
出
来
る
と
思
ふ
。

時
枝
博
士
が
こ

の
例
に一
示
さ
れ
た
も
の
を
言
葉
の
使
ひ
分
け
と
考
へ
る
の
は
極
め
て
自
然

で
あ
り、

ま
た、

多
く
の
人
が
実
際
に
さ
う
考
へ
る
で
あ
ら
う
し、

実
用

的
に
ち
そ
の
や
う
に
考
へ
て
何
等
差
支
へ
が
な
い
の
で
あ
る
@

場
面
に
は
こ
の
他
に
も、

い
は
ば
主

体的
場
面
と
も雪一口
ふ
べ
き
も
の
が

あ
る
。

即
ち、

こ
に
つ
い
て
は、

失
の
や
う
な
例
が
あ
る。

岡
鬼
太
郎
氏

の
「
片畑
地汗
ム
「
仲
間

関耕一威嚇訴」
の
英一一一
に、

遊
び
人
の

bT次
と

紙
屑
買
久
六
と
が
二
人
で
酒
を
飲
む
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
こ
で
久
六
の
言

葉
に
注
目
す
る
と、

ィ
ェ
、

何
う
致
し
ま
し
て
J」
れ
か
ら
家
業
を
致
さ
う
と
い
ふ
前
に
、

御
酒
な
ん
て、

飛
ん
で
も
な
い
。
」

そ
ん
な
に
お
云
ひ
な
さ
る
な
ら
、

で
は、

折
角
で
御
座
い
ま
す
か
ら
。
」

イ
エ
イ
ェ
、

何
う
致
し
ま
し

仰や

て、

で
は
お
辞
宜
な
し
に
。
」

お
前
さ
ん
忌
に
水
臭
い
ね、
ハ
中
略
U

何
故
、院内ド
片
摩
捻
げ
と一
式
っ
ち
ゃ
ァ
お
く
ん
な
さ
ら
ね
え。
」

鋒

の
出
ね
え
御
馳
走
濁
を、

欽
ま
な
け
り
ゃ
ァ
唯
は
蹄
さ
ね
え
と、

怖

つらえ固
で
腕
ま
れ
ち
ゃ
ァ、

酔
は
ず
に
ゐ
ら
れ
ま
せ
ん
や、
ハ
下
略
υ」

何
が
何
だ、

銭
の
出
ね
え
酒
の
出
し
惜
し
み
を
す
る
無
え。

コ
-q
牟

的、

済
ま
ね
え
が
一

寸
使
ひ
に
行
っ
て
衆
て
く
れ
ろ
。
」

飛
ん
だ
者

どん

と
は
何
だ、

ェ
お
い
、

飛
ん
だ
者
と
は
何
様
な
者
だ、

ハ
下
略
υ

ハ『現
代
日
本
文
学
金集』
あ
111現代
戯
曲
名作
集
ll

ニ
ニ
八
|一一一ニ一・へ〉

と
い
ふ
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る。

言
葉
の
変
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
不

必
要
な
と
こ
ろ
は
こ
こ
で
省
略
し
た
。
ハ
以
下
の
例
も
皆
同
様。
υ

こ
れ
に

よ
っ
て
も
わ
か
る
や
う
に、

久
六
は
融貯
が
廻
る
に
従
っ
て
言
葉
づ
か
ひ
が

変
ヮ
て
く
る。

ま
た、

落
語
の
「
鐙
床」
の
中
に
次
の
や
う
な
と
こ
ろ
が

あ
る。

主
人
が
義
太
夫
を
諮
る
か
ら
と
い
り
て、

番
頭
の
茂
塗
に
長
屋
中

の
人
を
呼
び
に
や
ヲ
て
待
哩
て
ゐ
る
と、

+戊
遣
が
帰
っ
て
く
る。

以
下
主

人
の一
音
楽
に
注
目
す
る
と、

「
い
や
御
苦
労
御
苦
労。

喜
ん
で
た
ら
う
?
み
ん
な。

提
燈
屋
は
廻

っ
た
ら
う
ね、
〔
下
略
υ」

「
喜
ん
だ
ら
う、

あ
の
男
?」

「
酸
凝
提

燈
を
三
足
五
十
?
さ
う
か
い

/\、

い
や
商
資
繁
盛、

そ
れ
ァ
な
に

よ
り

結晶併
で
す。
ハ
中
略
U、

湾
木
さ
ん
は
」

「
分
り
ま
し
た
病
人
は

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

豆
腐
震
は
ど
う
し
た
い
?
」

「
分
ヮ
た、

分
り
ま
し
た@

あ
た
し
や
お
前
に
雁
擬
き
の
諺
義
を
訊
い
て
る
ん
ぢ

hmr'v&v
 

ゃ
な
い
ん
だ、

小
間
物
屋
は
ど
う
し
た
」

「
頭
は
く
る
の
か
い
、

頭

は
」

「
ぢ
や
ァ
ま
る
で
こ
な
い
ん
ぢ
や
?
な
い
か
、
ハ
中
略
υ
い
や、

分
り
ま
し
た
。

庖
の
者
は
ど
う
な
ん
だ、

庖
の
者
は
」

「
燦
磁
は
ど

う
し
た
と
い
ふ
ん
だ
」

「
梅
吉
は
?
」

「
梅
だ
よ
」

「
文
言
は
ど
こ

が
悪
い
ん
だ
」

「
婆
ァ
や
は
ど
う
な
ん
だ
い
。

あ
の
丈
夫
な
婆
ア
や

は
」

「
茂
造、・
お
前
は
ど
う
だ
」

「
ど
う
な
ん
だ、

お
前
は
」

「
長

屋
を
廻
っ
た
の
は
知
っ
て
ま
す
よ
。

身
慢
が
い
ム
の
か
悪
い
の
か
y

て
訊
い
て
る
ん
だ
」

「
因
果
と
丈
夫
て
え
な
ァ
ど
う
い
ふ
わ
け
だ
」

「
覚
悟
と
は
な
ん
だ
」

「
止
し
ま
す
止
し
ま
す
。

止
せ
ば
い
L
ん
だ

ら
う、

止
せ
ば
:
:
:、

止
し
ま
し
た
よ、

義
太
夫
は
も
う
バ
下
略
)」

ハ
安
藤
鶴
夫
氏
『
落
語
鑑
賞
』

四
八
1
五
ニ
ペ
U
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国語の場面

と
い
ふ
や
う
に
な
っ
て
ゐ
て、

こ
こ
で
は
主
人
が
弐
第
に
腹
を
た
て
て
ゆ

く
様
子
が
巧
み
に一一
言
語
的
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る。

以
上、

酵
ふ
場
合、

腹

を
た
て
る
場
合
に
次
第
に
言
葉
づ
か
ひ
が
変
ヮ
て
ゆ
く
の
を
例
で
示
し
た

の
で
ら
る
が、

こ
の
や
う
な
例
が
他
に
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
こ
と
は
言
ふ

ま
で
も
な
い
で
あ
ら
う。

と
の
や
う
な
変
り
方
は、

場
面
の
中
の
い
は
ゆ

る
主

体的
場
面
に
関
す
る
と
と
ろ
が
最
も
大
き
い
と
思
は
れ
る。

こ
こ
で

も、
一一
言
葉
づ
か
ひ
の
変
が
主
体
の
無
意
図
的
な
変
化
の
矯
に
起
づ
た
か、

意
図
的
な
酵
ヲ
た
ふ
り、

怒
ヮ
た
ふ
り
を
し
よ
う
と
す
る
変
化
に
よ
ヮ
て

起
っ
た
か
が
問
題
と
な
る
。

も
し
こ
れ
が
加熱
意
図
的
な
変
化
で
あ
れ
ば、

と
れ
も
主
体
に
と
っ
て
言
葉
を
使
ひ
分
け
る
と
い
ふ
意
識
か
ら
は
さ
ほ
ど

問
題
に
し
な
く
て
も
よ
い
と
恩
は
れ
る
。

酒
に
酔
っ
た
り
腹
が
た
っ
た
り

し
た
時
無
意
図
的
に
言
葉
づ
か
ひ
が
変
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば、

相
手
に

対
す
る
問
題
と
し
て
は、

そ
の
や
う
な
刺
較
を
受
け
て
も
心
を
乱
さ
な
い

で
ゐ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う。

ζ
の
問
閣
は、

我
々
の
2一一
言
語
主
体
と
言
語
主
体
と
の
関
係
に
於
け
る
υ

言
語
行
矯
の
規
範
を
考
へ
る
場
合
に
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
が、

今
は
省

略
す
る。

以
上
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
る
な
ら
ば、

園
誇
の
場
面
を
考
へ
る
時
に

は、

主
掠
の
意
図
的
な一一
言
葉
の
使
ひ
分
け
の
要
因
が
問
題
の
中
心
に
な
る

と
い
ふ
こ
と、

言
ひ
換
へ
れ
ば、

考
察
の
中
心
は
言
語
に
お
け
る
変
と
し

て
同
一
一
言
語、
玉
体
の
異
っ
た一
言
語
体
系
に
於
け
る
も
の
の
中
に
含
ま
れ
る

部
分
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

先
に
場
面
分
析
に
つ
い
て
述
べ
た
際、

言
醤間
遁
程
設
に
立
つ
も
の
に
つ

い
て
は
除
い
て
お
い
た
。

こ
と
で、

そ
れ
を
と
り
上
げ
た
い
。

こ
の
範
闘

で
私
の
自
に
夫
っ
た
も
の
に、

永
野
賢
氏
の
論
考
二
つ
が
あ
る。
一
つ
は

「
音
声
表
現
と
文
字
表
現

||
言
語
に
於
け
る
場
簡
の
制
約
と
主
健
の
表

現
技
術

l1l
」
(
『
図
語
と
図
丈
学
』

昭
和
二
十
二
年
七
月
号
ゾ
で、

他
の

一
つ
は
「
言
葉
の
使
ひ
分
け
に
関
す
る
基
本
問
題」

ハ
同
右、

昭
和
二
十

周
年
三
月
号
U
で
あ
る。

前
者
の
中
で、

私
は、

こ
こ
に
「
針
者
ハ
聴
手
υ
が
表
現
者
ハ
話
手
υ
の
限
の
前
に

居
る
か
日出
な
い
か
」

と
い
ふ
分
類
原
理
に
よ
っ
て、

場
面
一

般
を
二

大
別
し
よ
う
と
思
ふ
。

削
ち、

一
、

鈎
者
が
表
現
者
の
眼
の
前
に
居
る
場
合

二、

協到
者
が
表
現
者
の
眼
の
前
に
居
な
い
場
合

の
こ
つ
で
あ
る。

但
し
こ
こ
に
考
ふ
べ
き
事
は、

車
に
第
三
者
の
立

場
か
ら
見
て、

表
現
者
と
針
者
が
相
針
し
て
居
る
と
か
居
な
い
と
か

言
ふ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
ふ
事
で
あ
る。

も
っ
と
本
質
的

な
重
要
な
事
は、

表
現
主
慢
の
意
識
で
あ
る
。

ハ
中
略
一)

有
の
二
つ

は、

換
言
す
れ
ば、

(
一
υ、
正一目
撃
俸
遠
の
可
能
な
場
合

(
二
υ、
墨
田
叢
俸
達
が
不
可
能
で
あ
り、

従
っ
て
文
字
表
現
に
よ
ら

ざ
る
を
得
な
い
場
合

‘

と
す
る
事
が
由
来
よ
う@

ハ
一
一)

を
音
撃
的
場
面、

C
一
υ

を
文
字

的
場
面
と
名
付
け
る
事
と
す
る。

ハ
四
一

|
四
ニ
ペ
υ

と
述
べ
て
あ
る。

こ
の
論
文
の
場
面
分
析
と
し
て、

以
之
の
他、

メ
イ
イ

氏
也
述
べ
た
補
助
的
手
段
や
推
敵
・

添
剣
に
ふ
れ、

ま
た
時
間
的
制
限、

ロ
、

場
面
論
の
発
展
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文
の
中
断
等
が
挙
げ
て
あ
る。

な
ほ、

場
面
の
制
約
に
基
づ
く
表
現
過
程

の
様
相
的
特
徴
が
い
ろ
い
ろ
の
例
で
設
か
れ
た
が、

会
話、

独
話
の
別、

対
者
の
車
数、

複
数
の
別
の
問
題
に
つ
い
て
は
考
察
を
省
略
し
た
回目
が
記

さ
れ
て
い
る
。

後
の
論
文
で
は、

言
葉
の
使
ひ
分
け
の
笑
例
が、
一
、

聴
手
の
逢
ふ
場

合、

二、

環
境
の
迩
ふ
場
令
の
二
つ
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ、

「
聴
手
」
の

概
念
と
は
岡県
る
「
相
手
」
の
概
念
が
提
唱
さ
れ
た
。

こ
の
他
に
は、

聴
き

手
が、

目
の
前
に
居
る
か
否
か
・

目
上
か
目
下
か
・

友
人
か
・

幼
児
か
・

文
化
的
に
ど
の
や
う
な
係
件
の
下
に
あ
る
か
等
の
内
容
が
含
ま
れ
て
ゐ
る

が、

場
面
分
析
と
し
て
は
別
に
新
し
い
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
ゐ
な
い
ゃ
う

で
あ
る
@

「
相
手
」
の
概
念
は、

主

体的
意
識・
を
問
題
に
す
る
限
げ
当
然

現
は
れ
る
べ
く
し
て
現
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が、

極
め
て
適
切
で
あ
り、

私
も
永
野
氏
と
同
様
に
考
へ
た
い
と
恩
ふ
@

「
相
手
」

と
「
第
三
者
」

場
面
の
考
察
は
上
に
述
べ
て
き
た
や
う
に、

非
常
に
段
範
囲
に
わ
た
る

も
の
で
あ
る
が、

と
れ
を
私
は、

主
体
的
場
面、

素
材
的
場
面、

対
者
的

場
面、

物
理
的
場
面
の
四
つ
に
分
け
て
考
へ
得
る
と
思
ふ
@

し
か
し
そ
れ

の
全
部
に
つ
い
て
簡
す
る
に
は、

紙
面
が
足
り
な
い
。

そ
こ
で、

問
題
を

限
定
し
て、

場
面
論
に
於
て
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
対
者
的
場
面
を
対

象
と
し、

対
者
を
ど
の
や
う
な
性
格
の
も
の
と
認
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て

考
へ
、

場
面
分
析
に
「
第
三
者
」
の
概
念
を
導
入
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
た

い
。

ハ
な
ほ

、

「
第
三
者
」

と
い
ふ
命
名
は
仮
の
も

の
で
あ
る

J

以
下
例
を
挙
げ
て
論
を
展
開
し
よ
う
。

久
保
田
万
太
郎
氏
の
戯
曲
「
ゆ

く
年」
の
中
に
魚
定
の
主
人
定
吉
が、

弟
の
庄
三
郎
に、

自
分
の
三
男
の

行
吠
を
等
ね
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が、

定
士口
は
話
を
切
り
出
す
前
に、

同
席

の
女
中
お
み
つ
に
き
い
て、
一一一
見
が
庖
に
ゐ
る
こ
と
を
確
か
め、

更
に
お

み
つ
に
襖
ハ
?
)
を
ピ
タ
リ
と
閉
め
て
出
町
ゆ
く
こ
と
を
命
じ
て、

庄
三

郎
と
二
人
き
り
に
な
っ
た
時
に
始
め
て
そ
の
話
を
始
め
て
ゐ
る。

倉
田
百

三
氏
の

戯曲
「
歌
は
ぬ
人」

に
も、

あ
る
意
味
で
そ
れ
と
似
た
例
が
あ
る

が、

訟
に、

恭
助
の
母
が
入
っ
て
来
た
た
め
に、

互
に
理
解
し
合
ヮ
て
ゐ

る
思
索
家
恭
助
と
上
女
中
お
村
と
が
話
を
中
止
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。

こ

れ
ら
は
話
の
素
材
た
る、

あ
る
事
柄
を
当
人
同士山
以
外
に
は
知
ら
れ
た
く

な
い
と
い
ふ
主
体
の
意
識
に
基
づ
い
た
行
矯
で
あ
り、

そ
の
場
面
の
知
何

に
よ
っ
て
は
言
語
行
篤
が
成
立
し
な
く
な
る
の
で
あ
る@

今
か
ら
数
年
前、

私
は
園
電
中
央
線
の
電
車
内
で
次
の
や
う
な
経
験
を

し
た
。

即
ち、

二
人
の
男
が
シ
ナ
語
ハ
?
U
で
何
か
を
話
し
合
っ
て
ゐ
た

が、

や
が
て
話
が
一

段
落
す
る
と、

今
度
は
日
本
語
で
何
か
認
し
始
め
た

の
で
あ
る
@

他
人
の
居
る
処
で、

そ
の
人
々
に
話
の
内
容
を
知
ら
れ
た
く

な
い
と
考
へ
る
時、

周
囲
の
人
々
に
は
わ
か
ら
な
い
と
考
へ
て
別
の
体
系

の一
言
語
で
話
を
す
る
こ
と
も
時
々
あ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

米
国
人
が
一

度

に
六え
っ
て
ゐ
る
時、

白
本
人
同
志
が
英
語
で
話
を
す
る
の
は
逆
の
場
合
で

あ
る
が、

何
れ
の
場
合
志
話
の
素
材
を
周
囲
の
人
に
知
ら
せ
な
い
、

あ
る

い
は
知
ら
せ
る
意
図
の
下
に
自
閣
誇
と
外
関
語
と
が
使
ひ
分
け
ら
れ
て
ゐ

る
の
で
あ
る。

問
題
が
素
材
に
関
す
る
こ
と
で
は
戯
曲
の
例
と
同
じ
で
あ

る
が
言
語
行
篤
と
し
て
は
二
つ
が
区
別
さ
れ
る
。

林
芙
美
子
氏
の

小
説
「
め
し
」

(
『
朝
日
新
聞
』

朝
刊
に
連
載
U
の
中
'

で、

東
京
人
の
皇
子
に
大
阪
人
の
芳
太
郎
が
話
を
し
か
け
る
部
分
が
あ
る

92 



国語の揚宙

が、

電
車
の
中
で、

長
初
は、

「
ぼ
く
も、

延
々
に
、

東
京
へ
行
こ
か
、

思
う
て
い
ま
す
が、
ハ
下

略
U」
「
大
阪
も
ハ
中
略
υ

景
気
が
え
L
ょ
う
で
い
て、

な
か
な
か
函

白
う
な
い
ン
で
す
ヮ
。
ハ
下
略
U」

ハ
C
図
υ

な
ど
と
大
阪
弁
を
出
し
て
ゐ
る
が、

寧
中
の
人
目
を
ひ
い
て
ゐ
る
美
し
い

里
子
が
東
京
弁
で
答
へ
だ
す
と、

「
芳
太
郎
は、

得
意
に
な
り
て、

里
子

に、

東
京
弁
で、

話
し
か
け
て
い
た
己

の
で
あ
る。

二
人
が
電
車
を
降

り
て
新

世界
に
行
く
と、

芳
太
郎
の一
言
葉
は、

ま
た、

'

「
こ
h
ね、

ジ
ャ
ン
ジ
ャ
シ
横
丁
い
う
の
で
す
ワ
。
品目
は、

こ
の
、

む
こ
う
に、

湿
天
閣
い
う、

高
い
鉄
骨
の
、

搭
ハ
下
略
)」
(
必
回
υ

の
や
う
に
大
阪
弁
に
戻
ヲ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
小
説
で
は
あ
る
が、

こ
の
場

合
に
話
の
内
容
を
知
ら
れ
ま
い
と
い
ふ
意
識
は
芳
太
郎
に
は
無
い
。

同
乗
.

者
に
自
己
の
優
越
ハ
?
υ

を
誇
る
気
持
が
方
言
と
共
遁
語
と
の
使
い
分
け

を
さ
せ
た
の
で
あ
る
@

唱旭
日、

菜
老
捕博
士
の
お
話
の
中
に、

博
士
が
夫
人
を
呼
ば
れ
る
際
は
、

「
特
に
他
人
の
前
に
夫
の
威
厳
を
示
さ
ん
と
す
る
時
に
は
オ
イ
と
言
ふ
こ

と
が
な
い
と
は
言
へ
な
い
が、

普
遜
は
オ
パ
ア
チ
ャ
y
」

と
雪国
は
れ
る
と

い
ふ
一

節
が
あ
ヲ
た
。

ま
た、

某
夫
人
の
諸
に
よ
れ
ば、

自
宅
で
は
夫
君

が
夫
人
の
名
を
呼
ぴ
す
て
に
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が、

某
先
生
の

お
宅
で
同
席
し
た
時、

夫
君
が
夫
人
に
ア
ナ
タ
と
言
は
れ
た
の
を
私
は
聞

い
た
。

更
に、

会
社
員
が
社
長
の
こ
と
を
諮
り
合
ふ
時、

社
員
同
志
で
は

オ
ヤ
ジ
と
言
ヮ
て
も、
一
位
外
の
人
の
居
る
と
こ
ろ
で
は
社
長
と一吉田
ふ
と
す

れ
ば、

そ
れ
も
似
た
や
う
な
例
で
あ
る
。

と
れ
ら
は
周
囲
に
誰
が
ゐ
る
か

に
よ
ヮ
て
人
の
呼
び
方
を
変
へ
る
例
で
あ
る
。

こ
の
他、

静
粛
を
守
る
た
め、

あ
る
い
は
周
囲
の
人
に
内
容
を
知
ら
れ

た
く
な
い
た
め
に
筆
談
を
し
た
り、

ヒ
ソ
ヒ
ソ
話
を
す
る
こ
と
な
ど
Jも
あ

る。

こ
れ
ら
は
我
々
が
表
現
す
る
場
合
に
は
勿
論
の
こ
と、

受
容
す
る
場

合
に
も、

そ
れ
を
表
現
者
に
要
求
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
多
く
の
人
の
知

る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

と
の
や
う
な
例
は、

内
容
を
知
ら
せ
令
い
と
い
ふ

こ
と
で
は
最
初
に
あ
げ
た
例
と
共
湿
す
る
面
も
あ
る
が、

音
声
言
語
と
文

字
言
語
と
の
使
ひ
分
け、

ま
た
は
言
諾
行
篤
の
し
か
た
の
問
題
で
あ
る
か

ら
別
に
と
り
上
げ
た
の
で
ら
る
。

最
後
に、

ラ
ジ
オ
放
訟
の
中、

「
二
十
の
扉」

な
ど
で
は、

ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
に
と
っ
て、

形
式
的
に
は
解
答
者
が
当
面
の
相
手
で、

全
園
の
聴
取

者
は
さ
う
で
な
い
の
で
あ
る
が、

実
質
的
に
は
全
園
の
聴
取
者
も
相
手
と

な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る。

そ
の
た
め
に、

「
大
き
さ
は
こ
れ
位
で
す
か
」

と
い
ふ
問
に
対
し、

藤
倉
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
「
手
で
輸
を
作
ヮ
て一
示
し
ま

し
た
が、

そ
の
位
の
大
き
ざ
で
す
」

と
答
へ
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
が
起

る
の
で
あ
る
@

言

ふ迄
も
な
い
が、

答
の
前
bT
は
全
園
の
聴
取
者
に、

後

bT
は
解
答
者
に、

向
ヮ
て
一日盟国
ふ
言
楽
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る。

当
の
相
手

と、

そ
れ
以
外
の
聴
き
手
と
の
区
別-
を一
示
す
例
と
し
て
長
も
明
瞭
な
も
の

の
一
つ
で
あ
ら
う@

以
上、

い
ろ
い
ろ
な
方
面
に
於
け
る
言
葉
の
使
ひ
分
け
の
例
を
挙
げ
た

が、

こ
れ
ら
は
日
常
生
活
に
於
て
普
遁
に
あ
る
も
の
で
あ
れワ、

似
た
や
う

な
経
験
は
大
抵
の
人
が
持
っ
て
ゐ
る
こ
と
と
恩
ふ
。

次
に、

こ
れ
ら
の
例

が
何
を
語
ヮ
て
ゐ
る
か
に
つ
い
て
考
へ
た
い
。

言
語
の
変
は
場
面
に
よ
る

と
い
ふ
こ
と
が
言
は
れ
る
が、

そ
れ
で
全
部
を
掩
ふ
こ
と
は
出
来
て
も、

そ
れ
だ
け
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
例
に
於
け
る
雪
渓
の
遼
ひ
を
明
ら
か
に
説
明
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ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

聴
き
手
や
相
手
心
概
念
で
ら
同
様
で
あ
る
。

こ

れ
は、

言
語
主
体
の
意
識
が
聴
き
手
を
二
つ
に
区
別
し
て
ゐ
て、
一
つ
は

当
面
の
相
手、

他
の
一
つ
は
そ
れ
以
外
の
聴
き
手
と
考
へ
て
を
り、

そ
の

区
別
の
意
識
が
言
語
の
体
系
的
変
化
を
生
じ
さ
せ
た
の
で
あ
る
と
考
へ
る

こ
と
に
よ
哩
て
う
ま
く
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
恩
ふ
。

つ
ま
り、

こ

れ
ら
の
例
は、

聴
き
手、

相
手
の
概
念
で
は
う
ま
く
説
明
出
来
な
い
が、

相
手
以
外
の
聴
き
手
と
い
ふ
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、

は
ヮ
き

り
と
説
明
の
つ
く
も
の
で
あ
る
と一一吉田
へ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で、

私
は、

「
相
手
以
外
の
聴
き
手
」

を
「
第
三
者」

と
呼
び、

こ
の
概
念
を
設
定
す

る
こ
と
を
提
唱
し
た
い
と
考
へ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
や
う
に
考
へ
る
と

す
れ
ば、

私
が
先
に
述
べ
た
対
者
的
場
面
の
中
に
は、

「
相
手
的
場
面」

と
「
第
三
者
的
場
関
」

の
二
つ
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
るe

な

ほ、

私
が
こ
こ
で
挙
げ
た
例
は、

第
三
者
の
概
念
を
設
定
す
べ
き
こ
と
を・

根
拠，
つ
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て、

そ
れ
か
ら
先
の
問
題
は
今
後
の
考

察
を
期
す
る
と
と
と
す
る。

最
後
に
一
一吉田
つ
け
加
へ
て
お
き
た
い
@

私
は
本
稿
に
於
て、

場
面
に
関

聯
し
て
簡
す
る
べ
き
多
く
の
問
題・
を、

紙
面
の
制
約
の
た
め
に
割
愛
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

本
稿
の
や
う
に
論
を
展
開
し
て
ゆ
く
根
抵
の
考
へ
方

ゃ、

場
簡
の
考
察
が
特
に
私
に
と
ヮ
て
ど
の
や
う
な
意
味
を
持
つ
か
の
間

題
を
始
め、

各
所
で
保
留
し、

省
略
し
た
問
題
等
々
は、

別
の
機
会
を
得

て
詳
論
し
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
@
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